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図 1：脈動オーロラ: 
    数秒に 1 回、明滅するオーロラ。オーロラが明るく光っている時間に、さらに 1 秒間に数回の瞬き（明
るさの変化）があることが知られている。 
 

     2007 年 10 ⽉ 18 ⽇に「れいめい」によって観測された脈動オーロラ 
             （左） 11:35:21 秒、（右） 11:35:24 秒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  
 
 
 
 
図 2：「れいめい」による観測の模式図。⾼度 620km から、⾼度 100km 付近で光っているオーロラを連
続観測するとともに、そのオーロラを光らせている電⼦を 40 ミリ秒ごとに観測する。 
 

 
 



  
 
 
 
 
図 3：「れいめい」が観測した明滅オーロラを起こす電⼦の分布と、コンピュータシミュレーション。 
   観測された脈動オーロラ電⼦の分布を、コンピュータシミュレーションで再現しました。 
 

 

 

  



  
 
 
 
 
図 4：本研究によって明らかになった、脈動オーロラの明滅と瞬きの仕組み 

 

 

  


